
第２学年 数学科 学習指導案

日時 平成１７年１１月２日（水）５校時
学級 釜石市立小佐野中学校

（ 、 ）２年２組 ３３名 男子17名 女子16名
授業者 教諭 南浦 元

１ 単元名 ４章 平行と合同

２ 単元について
本単元は，学習指導要領の第２学年 図形のB
（１）観察，実験を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平行線の性質を基にしてそれらを

確かめることができるようにする。
ア 平行線や角に性質を理解し，それに基づいて図形の性質を確かめることができること。
イ 平行線の性質や三角形の角についての性質を基にして，多角形の角についての性質を見いだ
せることを知ること。

に関する内容である。
第２学年では，小学校で学習した三角形など多角形の角の大きさについての性質を，論理的に筋道を立

てた推論ができるようにする。その際，図形をよく観察したり，作図したりする操作や実験を通したその
推論の過程を的確に表現できるようにすることがねらいである。これまでは主として直観的，帰納的な方
法によって図形の性質を調べてきたが，これからは，いくつかの基本的性質をよりどころとした演繹的な
推論によって図形の性質を調べる方法を学んでいく。
第 学年の本単元では，まず「三角形の内角の和が °である」ことを認め，このことを根拠とし，2 180

多角形の内角の和や外角の和が求められることを扱い，説明の体系をつくっていくことや，根拠に目を向
けることを意識できるようにする。そして，段階的に，小学校で学んできた平面図形についての知識や，
いろいろな図形の性質がどのような基本的性質をもとに成り立っているのかに関心が向くようにしなが
， 。ら 平行線と角の性質や三角形の合同条件などを根拠にした演繹的な推論の方法を少しずつ理解していく
また，推論の過程を表現することにも慣れていくようにする。

■学習指導要領との関連

関連する学習事項

図形の角に関する概念は，小学校の各学年で次の内容を学習している。

・３年生で直角，直角三角形を学習する。

・４年生で二等辺三角形や正三角形などの基本的な図形と関連させて角をとらえることを学習する。

・５年生で つの直線の平行や垂直について学習する。また，角の大きさを求めるときなどに，対頂角2
（用語は使わない）などの性質を利用する。

・５年生で実験，実測によって三角形の内角の和が180゜であることを学習する。

また，中学校第１学年５章「平面図形」で，対称な図形の性質を調べるときに合同な図形について簡単に

触れている。

学習指導要領の変更点

従来小学校で学習していた次の内容が中学校に移行されている。

図形の合同

３ 生徒の実態
２年２組は，与えられた課題に対してはまじめに取り組もうとする生徒が多い。年度当初は，男子が活

発に発言し，女子は消極的に授業を受けるという印象があったが，図形領域に入ってからは，女子にも自
分の考えを積極的に発言しようとする生徒が増えてきた。計算は苦手だが，図形は楽しいと感じている生
徒も多く，積極的に質問し解決しようとする生徒も増えてきた。
しかし，筋道を立てて考えることを苦手としていて難しい問題にぶつかると，すぐ諦める傾向を持つ生

徒が多くがみられ，課題を多様な方法で解決しようとすることを苦手としている生徒も多い。

４ 単元（節）の目標



節第 1
【関心・意欲・態度】
○図形の性質を，あることがらを根拠にして説明しようとする。
○演繹的な推論の必要性に関心をもち，証明することの意味やよさに気づく。

○観察，操作や実験を通して，平行線や角の性質を見いだし，それを確かめようとする。

， 。○多角形の内角の和や外角の和に関心をもち それを三角形の内角の性質をもとにして調べようとする

【数学的な考え方】
○図形の性質を演繹的な推論や類推を用いて，予想したり，考察したりすることができる。

【表現・処理】
平行線の性質，多角形の内角の和や外角の和の求め方を説明することができる。○

○多角形の角や平行線と角の性質を利用して，角の大きさを求めたり，図形の性質を説明したりするこ

とができる。

【知識・理解】
○平行線の性質や多角形の角の性質を理解する。

○多角形の角や平行線と角に関する用語の意味を理解する。

○証明することの意味を理解する。

第２節

【関心・意欲・態度】
○三角形のどの辺や角に着目すると２つの三角形が合同になるのかについて関心をもち，それについて

調べようとする。

【数学的な考え方】
○２つの三角形が合同になる条件を調べ，合同条件を見いだすことができる。

根拠となることがらを明確にしながら図形の性質を証明することができる。○

【表現・処理】
○２つの図形が合同であることの意味が理解でき，それを記号を使って表すことができる。

○三角形の合同条件を利用して，図形のいろいろな性質を証明することができる。

○仮定，結論を区別し，それを式などで表すことができる

【知識・理解】
○三角形の合同条件や，基本的な図形の性質を理解する。

○仮定，結論の意味を理解する。

５ 指導計画と評価構想
指導内容 指導目標 関心・意欲・態度 数学的な見方・考 表現・処理 知識・理解
１５時間 え方（ ）

○多角形を三角形 ○多角形の内角の和を ○多角形の内角の和の ○多角形を，頂点の記 ○多角形の表し方を理１ 平行線と

に分けて，内角の 求める方法を，三角形 性質を，三角形の内角 号を用いて表すことが 解している。角

和の求め方を考え の内角の和に帰着させ の和が180゜であるこ できる。 ○外角，内角の意味を（7時間）

ることができる。 るなど，既習の学習内 とをもとにして見いだ ○多角形の内角の和や 理解している。

○多角形の内角の 容をもとに考えようと すことができる。 外角の和の性質を利用 ○多角形の内角の和の

和の性質や多角形 する。 ○多角形の外角の和の して，図形のいろいろ 性質や，それを利用し

の外角の和の性質 性質を，論理的に導く な角の大きさを求めた て多角形の内角を求め

。を理解し，それを ことができる。 り，その方法を説明し る方法を理解している

利用して図形のい たりすることができ ○多角形の外角の和が3

ろいろな角につい る。 60゜であることや，そ

て，その大きさを れを利用して，多角形

求めることができ の外角を求める方法を

る。 理解している。

○対頂角の意味と ○対頂角や平行線の同 ○平行線の関係を，角 ○平行線の性質をもと ○対頂角や同位角，錯

性質を理解し，対 位角と錯角など，角ど の関係に置き換えてと にした三角形の内角の 角の意味を理解してい

頂角の大きさを求 うしの関係について， らえることができる。 和が180゜であること る。

めることができる 観察，操作や実験を通 ○平行線の性質を用い の証明を，よみとるこ ○平行線と同位角，錯。

○同位角と錯角の して調べようとする。 て，平行である２直線 とができる。 角の関係を理解してい

意味を理解し，そ ○筋道を立てて考える を見いだしたり，図形 ○三角形の内角と外角 る。

れらを指摘するこ ことに関心をもち，証 の性質を考察したりす の関係が成り立つわけ ○証明の意味を理解し

とができる。 明しようとする。 ることができる。 を説明することができ ている。

○平行線の性質や ○平行線の性質を用い る。 ○三角形の内角と外角



。平行線になるため て，三角形の内角の和 ○三角形の内角や内角 の関係を理解している

の条件を理解し， について考察し，証明 と外角の関係など，角

それを図形の性質 することができる。 についての性質を利用

を調べるときや， ○図形の性質をとおし して，角の大きさを求

角の大きさを求め て，証明することのよ めることができる。

るときなどに利用 さに気づく。

。することができる

○三角形の内角の

和が180゜であるこ

との証明を理解す

る。

○証明の意味を理

解する。

○三角形の内角や

内角と外角の関係

を理解し，これを

利用して，三角形

の角の大きさを求

。めることができる

○合同な図形の意 ○合同な図形に関心を ○合同な図形につい ○合同な図形の対応す ○合同の意味を理解し２ 合同な図

味や性質を理解す もち，図形の性質を考 て，その性質を見いだ る角や辺が等しいこと ている。形

る。 察しようとする。 すことができる。 を，式に表すことがで ○合同な図形の性質を（7時間）

きる。 理解している。

○合同な図形を，記号

≡を使って表すことが

できる。

○三角形の合同条 ○三角形が1通りに決 ○三角形の合同を辺や ○三角形の合同条件を ○三角形の合同条件を

件を見いだし，簡 まる場合を調べ，それ 角の条件としてとら 使って合同な三角形を 理解している。

単な場合にそれを をもとに，三角形の合 え，合同条件を考察す 見いだしたり，それを ○三角形の合同条件の

。用いることができ 同条件について考えよ ることができる。 記号を使って表したり 使い方を理解している

る。 うとする。 ○三角形の合同条件を することができる。

○図形の性質を，三角 用い，図形の性質を考 ○作図の方法が正しい

形の合同条件を使って 察し，それを証明する わけなど，三角形の合

考察しようとする。 ことができる。 同条件を利用して簡単

な図形の性質を調べる

ことができる。

○仮定から結論を ○命題の表現形式に関 ○根拠となることがら ○簡単な命題につい ○仮定，結論の意味を

導く証明のすすめ 心をもち，仮定と結論 を明確にして，図形の て，その仮定と結論を 理解している。

方について理解す について考察しようと 性質を考察し，それを いうことができる。 ○証明のすすめ方を理

る。 する。 証明することができ ○三角形の合同条件な 解していている。

○証明のすすめ方に関 る。 どを利用した簡単な図

心をもち，証明の根拠 形の性質の証明につい

となることがらを明ら て，根拠となることが

かにしながら証明を行 らをいうことができ

おうとする。 る。

まとめ 未定着事項を重点 ○図形の様々な性質に ○根拠となることがら ○三角形の内角や内角 ○基本的な図形の性質

（ 時間） に学習を補う 関心をもち，証明の根 を明確にして，図形の と外角の関係など，角 を理解している。2
本時 拠となることがらを意 性質を考察し，問題を についての性質を利用

識しながら問題を解こ 解決できる。 して，角の大きさを求

うとする。 めることができる。

６ 本校の研究主題との関わりについて

(１)指導計画と授業の改善
本校の研究主題である「主体的に学ぶ生徒を育成する指導の在り方」を受けて、数学科ではその実現に

向け第２学年で を実施している。各単元末のテスト結果、単元末の自己評価（学習の記録）などをもT.T.
とに学習を振り返らせ、それをもとに学習の深化をはかっている。適切な資料をもとに学習を振り返り，
学習意欲を高揚させることにより、本校の研究主題に迫りたいと考える。



(２)基礎的・基本的な内容の定着の工夫

第２学年では， で授業を行っている。学習のスピードや既習事項の定着の状況に応じて授業を展開T.T.
することにより、基礎基本の確実な定着を図りたい。そのために、単位時間の学習に、既習事項の復習を
適宜取り入れるとともに、スモールステップで授業を展開したい。また、自力解決においは、確かな見通
しをもとに十分な解決時間を設けるよう配慮したい。さらに，生徒個々の躓きに対してきめ細やかな指導
を行っていきたい。

７ 本時の指導

(１)目標

【数学的な考え方・見方】
「 」 ， 。くさび形 のくぼんだ部分の角は 図形の性質を基にして補助線を引くことで求めることができる

(２)本時の指導の構想
本時は本章のまとめの時間である。くさび形の問題を図形の性質を基にして補助線を引くことで様々
な解法が得られることを学ぶ。自分なりに つは解法を発見し，他の解答と比較検討する中で様々な性1
質の確認をさせたい。

(３)本時の展開

段階 学習活動 ●教師の支援 ○評価活動 教材・教具等

１．確認ドリル ●重要事項の確認をする。 確認ドリル
導 フラッシュカード

２．本時の問題を ● 問 の①と②を提示し，①を解く際に様々な補助 学習プリントP.93 9
入 知る 線の引き方があったことを思い出させ，図形の性質を基に

して，補助線を引くことで解決しようと意識させる （学 紙板書。
習課題の提示）

３．学習課題を把 課題：補助線のひき方を工夫して角の大きさ
握する。 を求めよう。10

分
●①と②の違いを確認する。

４ 課題の追求 ○角の大きさが何度になるか予想する。
① 予想を立てる （挙手で確認）

展 ※①との比較から予想させる。

② 手だてを考え どんな補助線を引けば解決できるか考える。
る

開 ● 図形の性質を利用して補助線をかいていくことを確
認する。
平行線→同位角，錯角に注目35

分 三角形→外角と内角の関係に注目

③ 自力解決をす ○様々な解答の代表例を生徒の解答から抽出し紙板書に書 紙板書



る かせ掲示する。説明できるように準備させる。
●解法が発見できない生徒に対しては，ヒントカードを渡 ヒントカード
す。

５ 補助線のひき ○紙板書を使って解き方を説明する。
方から図形の性質
を確認する。

６ まとめ 図形の性質を基にして多様な考えで角の大きさを求める
ことができることを知る。
●図形の性質を利用して補助線を引くといろいろな考え
で角を求めることができる。

∠a＋∠ｂ＋∠ｃ＝∠ｘ●

●学習を振り返らせ、既習事項に帰着できたことを認識さ
せる。

７ 練習問題を解 求めた結果を基に具体的な角度を求める問題を解く。
く
（ ）同内容・同構造

学習プリント
８ 発展問題を解 （定着問題）
く
（ ）異内容・異構造

終 ９ 自己評価 ●本時の学習を振り返り自己評価を記入させる。
結
５分 次時の予告10

(４)評価と支援

努力を要する生徒への支援観点 十分に満足できる おおむね満足できる

「くさび形」のくぼん 「くさび形」のくぼんだ部分の角 「くさび形」のくぼんだ部分の 平行線の間の角を求める問題（教科書

） 「 」だ部分の角を，図形の が，どの図形の性質を基にして補 角を，自分なりの方法で補助線 問 の① をヒントに くさび形P.93 9

，性質を基にして補助線 助線を引くことで求められたか説 を引き求めることができる。 のくぼんだ部分の角の問題と比較させ

を引くことで求めるこ 明することができる。 補助線をひかせ解決するように促す。

とができたか。(考え)






